
(57)【要約】

【課題】ドライバハンドルのレバーガイド部へ作動レバ

ーの先端部を係止した誘引結束機に於いて、熱処理で変

形した作動レバーであっても修正することなく使用可能

にし、長時間の使用に対しても作動レバーの操作荷重の

増加を防止する。

【解決手段】ドライバハンドル２の側面にピン２１が突

設され、該ピン２１に断面視Ｈ字形のローラ３１が回転

自在に取り付けられている。作動レバー４の先端部４ｂ

をローラ３１の溝部に係止してある。熱処理時の変形で

作動レバーの先端部４ｂ，４ｂ間の幅が所定の寸法より

も広くなった場合、或いは、狭くなった場合の何れの場

合であっても、変形して傾斜した作動レバーの先端部４

ｂがフランジの内側面に接触しながらローラ３１が回転

するので、該作動レバーの先端部４ｂがローラ３１の溝

部から外れてピンの円形段部や座金４１に接触すること

がない。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ス テ ー プ ラ の ド ラ イ バ ハ ン ド ル に ク リ ン チ ャ ア ー ム の 基 端 部 を 枢 着 し 、 作 動 レ バ ー の 中 間
部 を ク リ ン チ ャ ア ー ム に 枢 着 す る と と も に 、 該 作 動 レ バ ー の 先 端 部 を ド ラ イ バ ハ ン ド ル に
設 け ら れ た レ バ ー ガ イ ド 部 へ 回 動 自 在 に 係 止 し 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル と ク リ ン チ ャ ア ー ム と
の 間 に 張 架 し た テ ー プ を 被 結 束 物 の 周 囲 に 掛 け ま わ し 、 前 記 作 動 レ バ ー の 基 端 側 に 設 け た
把 持 部 を ド ラ イ バ ハ ン ド ル 側 へ 押 圧 し て ド ラ イ バ ハ ン ド ル と ク リ ン チ ャ ア ー ム と を 閉 じ る
こ と に よ り 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル 側 の ス テ ー プ ル マ ガ ジ ン と ク リ ン チ ャ ア ー ム の ク リ ン チ ャ
と が 接 し て テ ー プ の 先 端 部 を 下 流 部 に 重 ね て 挟 持 し 、 且 つ 、 テ ー プ の 重 な り 部 分 を ス テ ー
プ ル に よ り 綴 じ る と と も に ド ラ イ バ ハ ン ド ル に 設 け た カ ッ タ ー 刃 に よ り テ ー プ を 切 断 す る
誘 引 結 束 機 に 於 い て 、 前 記 レ バ ー ガ イ ド 部 は 、 前 記 ド ラ イ バ ハ ン ド ル の 側 面 に 突 設 さ れ た
ピ ン と 、 該 ピ ン に 枢 着 可 能 な 枢 着 孔 を 有 し 且 つ 外 周 面 に 溝 部 を 設 け た 断 面 視 略 Ｈ 字 形 の ロ
ー ラ と か ら 構 成 さ れ 、 一 方 、 前 記 作 動 レ バ ー の 先 端 部 は 作 動 レ バ ー の 回 動 方 向 へ 湾 曲 し 、
こ の 湾 曲 部 分 を 前 記 ロ ー ラ の 溝 部 へ 回 動 自 在 に 係 止 し た こ と を 特 徴 と す る 誘 引 結 束 機 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 ロ ー ラ は 、 溝 部 の 両 側 に 延 設 し た 双 方 の フ ラ ン ジ 間 の 寸 法 が ロ ー ラ の 外 径 に 向 か っ て
漸 増 す る よ う に 形 成 さ れ た 請 求 項 １ 記 載 の 誘 引 結 束 機 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 ロ ー ラ に は 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル 側 の フ ラ ン ジ 表 面 に ロ ー ラ の 回 転 中 心 と 同 軸 の 円 形 凹
部 が 形 成 さ れ 、 一 方 、 上 記 ピ ン に は 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル の 側 面 に 当 接 し 且 つ ロ ー ラ の 枢 着
孔 よ り も 大 径 で 前 記 円 形 凹 部 よ り も 小 径 の 円 形 段 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 円 形 凹 部 が 形 成 さ れ
た フ ラ ン ジ 表 面 を 前 記 ピ ン の 円 形 段 部 に 当 接 さ せ る よ う に 前 記 ロ ー ラ を 前 記 ピ ン へ 枢 着 し
た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 誘 引 結 束 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 誘 引 結 束 機 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 変 形 し た 作 動 レ バ ー を 組 み 付 け た 場 合
で も 円 滑 な 操 作 を 可 能 に し た 誘 引 結 束 機 の レ バ ー ガ イ ド 部 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
葡 萄 或 い は 胡 瓜 、 メ ロ ン 、 ト マ ト 等 の 蔓 性 農 作 物 の 栽 培 に 於 い て 、 テ ー プ を 用 い て こ れ ら
の 植 物 の 蔓 や 枝 を 支 柱 や 棚 に 誘 引 し て 結 束 す る 誘 引 結 束 機 が 知 ら れ て お り 、 本 願 出 願 人 も
、 下 記 の よ う な 誘 引 結 束 機 （ 園 芸 用 結 束 機 ） を 数 件 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 誘 引 結 束 機 １ は ス テ ー プ ラ の 機 構 を 利 用 し た 手 持 ち 工 具 で あ り 、 ス テ
ー プ ラ の ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ に ク リ ン チ ャ ア ー ム ３ の 基 端 部 を 枢 着 し 、 作 動 レ バ ー ４ の 中
間 部 ４ ａ を ク リ ン チ ャ ア ー ム ３ に 枢 着 し て あ る 。 該 作 動 レ バ ー ４ の 先 端 部 ４ ｂ は ド ラ イ バ
ハ ン ド ル ２ に 設 け ら れ た レ バ ー ガ イ ド 部 ５ へ 回 動 自 在 に 係 止 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ と ク リ ン チ ャ ア ー ム ３ と の 間 に 張 架 し た テ ー プ ６ を 被 結 束 物
の 周 囲 に 掛 け 回 し 、 前 記 作 動 レ バ ー ４ の 基 端 側 に 設 け た 把 持 部 ４ ｃ を ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２
側 へ 押 圧 し て ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ と ク リ ン チ ャ ア ー ム ３ と を 閉 じ る こ と に よ り 、 ド ラ イ バ
ハ ン ド ル ２ 側 の ス テ ー プ ル マ ガ ジ ン ７ と ク リ ン チ ャ ア ー ム ３ の ク リ ン チ ャ ８ と が 接 し て テ
ー プ ６ の 先 端 部 が 下 流 部 に 重 ね て 挟 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
前 記 作 動 レ バ ー ４ の 押 圧 に よ り ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ と ク リ ン チ ャ ア ー ム ３ と が 更 に 閉 じ て
、 テ ー プ ６ の 重 な り 部 分 が ス テ ー プ ル に よ り 綴 じ ら れ る と と も に 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ に
設 け た カ ッ タ ー 刃 ９ に よ り テ ー プ ６ を 切 断 す る こ と に よ り 、 植 物 の 蔓 や 枝 を 支 柱 や 棚 に 誘
引 し て 結 束 す る よ う に 構 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 願 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ３ ０ ９ ７ 号 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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図 ７ 及 び 図 ８ は 誘 引 結 束 機 １ の レ バ ー ガ イ ド 部 ５ を 示 し 、 前 記 作 動 レ バ ー ４ は 中 間 部 ４ ａ
か ら 先 端 部 ４ ｂ に か け て 正 面 視 略 Ｕ 字 形 に 形 成 さ れ 、 レ バ ー ガ イ ド 部 ５ は ド ラ イ バ ハ ン ド
ル ２ の 両 側 面 に 突 設 さ れ た ピ ン １ ０ に 円 筒 形 の ロ ー ラ １ １ を 枢 着 し て 構 成 さ れ て い る 。 前
記 ピ ン １ ０ に は ロ ー ラ １ １ の 外 形 よ り も 大 径 の 円 形 段 部 １ ０ ａ が 段 設 さ れ て お り 、 こ の 円
形 段 部 １ ０ ａ を ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ の 側 面 に 当 接 さ せ て ピ ン １ ０ を 固 定 し 、 ロ ー ラ １ １ を
ピ ン １ ０ に 差 し 込 ん で そ の 一 側 面 を 円 形 段 部 １ ０ ａ に 当 接 さ せ 、 ロ ー ラ １ １ の 他 側 面 に 座
金 １ ２ を 当 接 し て ロ ー ラ １ １ の 抜 け 止 め と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 記 作 動 レ バ ー ４ 及 び レ バ ー ガ イ ド 部 ５ の ロ ー ラ １ １ に は 磨 耗 を 防 止 す る た め に 熱 処 理 を
施 し て い る が 、 熱 処 理 時 の 変 形 で 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ ， ４ ｂ 間 の 幅 が 所 定 の 寸 法 に な
ら な い こ と が あ る 。 例 え ば 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ ， ４ ｂ 間 の 幅 が 広 く な っ た 場 合 は 、
図 ７ に 示 す よ う に 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ が ロ ー ラ １ １ の 上 に 正 し く 乗 ら ず に 外 側 の 座
金 １ ２ に 接 触 す る 。 一 方 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ ， ４ ｂ 間 の 幅 が 狭 く な っ た 場 合 は 、 図
８ に 示 す よ う に 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ が ロ ー ラ １ １ の 上 に 正 し く 乗 ら ず に ピ ン の 円 形
段 部 １ ０ ａ に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ や ロ ー ラ １ １ は 熱 処 理 を 施 し て あ る が 、 ピ ン １ ０ 及 び 該 ピ ン
の 円 形 段 部 １ ０ ａ や 座 金 １ ２ は 熱 処 理 さ れ て い な い の で 耐 磨 耗 性 が 低 く 、 図 ７ や 図 ８ に 示
し た 状 態 で 使 用 を 続 け る と 、 円 形 段 部 １ ０ ａ や 座 金 １ ２ が 削 ら れ て 作 動 レ バ ー ４ を 操 作 す
る の に 多 大 な 荷 重 （ 通 常 の 約 １ ０ 倍 ） を 必 要 と す る こ と に な り 、 誘 引 結 束 作 業 が 困 難 と な
る 。 こ の た め 、 熱 処 理 後 の 作 動 レ バ ー ４ に 変 形 が 生 じ た と き は 所 定 寸 法 と な る よ う に 修 正
し て い る が 、 作 動 レ バ ー ４ を 完 全 に は 修 正 で き な い 場 合 も 多 く 、 誘 引 結 束 機 １ の 作 動 レ バ
ー ４ の 操 作 が 重 く な っ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル の レ バ ー ガ イ ド 部 へ 作 動 レ バ ー の 先 端 部 を 係 止 し た 誘 引 結 束 機
に 於 い て 、 熱 処 理 で 変 形 し た 作 動 レ バ ー で あ っ て も 修 正 す る こ と な く 使 用 可 能 に し 、 長 時
間 の 使 用 に 対 し て も 作 動 レ バ ー の 操 作 荷 重 の 増 加 を 防 止 す る た め に 解 決 す べ き 技 術 的 課 題
が 生 じ て く る の で あ り 、 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 ス テ ー プ ラ の ド ラ イ バ ハ ン ド
ル に ク リ ン チ ャ ア ー ム の 基 端 部 を 枢 着 し 、 作 動 レ バ ー の 中 間 部 を ク リ ン チ ャ ア ー ム に 枢 着
す る と と も に 、 該 作 動 レ バ ー の 先 端 部 を ド ラ イ バ ハ ン ド ル に 設 け ら れ た レ バ ー ガ イ ド 部 へ
回 動 自 在 に 係 止 し 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル と ク リ ン チ ャ ア ー ム と の 間 に 張 架 し た テ ー プ を 被 結
束 物 の 周 囲 に 掛 け ま わ し 、 前 記 作 動 レ バ ー の 基 端 側 に 設 け た 把 持 部 を ド ラ イ バ ハ ン ド ル 側
へ 押 圧 し て ド ラ イ バ ハ ン ド ル と ク リ ン チ ャ ア ー ム と を 閉 じ る こ と に よ り 、 ド ラ イ バ ハ ン ド
ル 側 の ス テ ー プ ル マ ガ ジ ン と ク リ ン チ ャ ア ー ム の ク リ ン チ ャ と が 接 し て テ ー プ の 先 端 部 を
下 流 部 に 重 ね て 挟 持 し 、 且 つ 、 テ ー プ の 重 な り 部 分 を ス テ ー プ ル に よ り 綴 じ る と と も に ド
ラ イ バ ハ ン ド ル に 設 け た カ ッ タ ー 刃 に よ り テ ー プ を 切 断 す る 誘 引 結 束 機 に 於 い て 、 前 記 レ
バ ー ガ イ ド 部 は 、 前 記 ド ラ イ バ ハ ン ド ル の 側 面 に 突 設 さ れ た ピ ン と 、 該 ピ ン に 枢 着 可 能 な
枢 着 孔 を 有 し 且 つ 外 周 面 に 溝 部 を 設 け た 断 面 視 略 Ｈ 字 形 の ロ ー ラ と か ら 構 成 さ れ 、 一 方 、
前 記 作 動 レ バ ー の 先 端 部 は 作 動 レ バ ー の 回 動 方 向 へ 湾 曲 し 、 こ の 湾 曲 部 分 を 前 記 ロ ー ラ の
溝 部 へ 回 動 自 在 に 係 止 し た 誘 引 結 束 機 、
及 び 、 上 記 ロ ー ラ は 、 溝 部 の 両 側 に 延 設 し た 双 方 の フ ラ ン ジ 間 の 寸 法 が ロ ー ラ の 外 径 に 向
か っ て 漸 増 す る よ う に 形 成 さ れ た 誘 引 結 束 機 、
及 び 、 上 記 ロ ー ラ に は 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル 側 の フ ラ ン ジ 表 面 に ロ ー ラ の 回 転 中 心 と 同 軸 の
円 形 凹 部 が 形 成 さ れ 、 一 方 、 上 記 ピ ン に は 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル の 側 面 に 当 接 し 且 つ ロ ー ラ
の 枢 着 孔 よ り も 大 径 で 前 記 円 形 凹 部 よ り も 小 径 の 円 形 段 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 円 形 凹 部 が 形
成 さ れ た フ ラ ン ジ 表 面 を 前 記 ピ ン の 円 形 段 部 に 当 接 さ せ る よ う に 前 記 ロ ー ラ を 前 記 ピ ン へ
枢 着 し た 誘 引 結 束 機 を 提 供 す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ５ に 従 っ て 詳 述 す る 。 尚 、 本 発 明 の 誘 引 結 束 機
は 、 図 ６ に 示 し た 誘 引 結 束 機 １ と は レ バ ー ガ イ ド 部 ５ 以 外 の 部 分 が ま っ た く 同 一 で あ る の
で 、 全 体 の 構 成 の 重 複 説 明 は 省 略 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ は 本 発 明 の 誘 引 結 束 機 の レ バ ー ガ イ ド 部 ２ ０ を 示 し 、 作 動 レ バ ー ４ の 構 成 は 従 来 の も
の と 全 く 同 一 で あ る 。 即 ち 、 作 動 レ バ ー ４ の 中 間 部 ４ ａ を ク リ ン チ ャ ア ー ム ３ に 枢 着 し て
あ り 、 該 作 動 レ バ ー ４ の 中 間 部 ４ ａ か ら 先 端 部 ４ ｂ に か け て は 正 面 視 略 Ｕ 字 形 に 形 成 さ れ
、 磨 耗 を 防 止 す る た め に 熱 処 理 を 施 し て あ る 。 ま た 、 該 作 動 レ バ ー ４ の 先 端 部 ４ ｂ は 作 動
レ バ ー ４ の 回 動 方 向 へ 湾 曲 し 、 こ の 湾 曲 部 分 を ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ に 設 け ら れ た レ バ ー ガ
イ ド 部 ２ ０ へ 回 動 自 在 に 係 止 し て あ る 。 こ の レ バ ー ガ イ ド 部 ２ ０ は ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ の
側 面 に 突 設 さ れ た ピ ン ２ １ と 、 該 ピ ン ２ １ に 枢 着 さ れ た ロ ー ラ ３ １ と 、 抜 け 止 め 用 の 座 金
４ １ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ は レ バ ー ガ イ ド 部 ２ ０ を 示 し 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ の 側 面 に 開 穿 し た 取 付 孔 ２ ａ に ピ
ン ２ １ が 突 設 さ れ 、 該 ピ ン ２ １ に ロ ー ラ ３ １ が 回 転 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 同 図 に 示
す よ う に 、 前 記 ロ ー ラ ３ １ は 、 前 記 ピ ン ２ １ に 枢 着 可 能 な 枢 着 孔 ３ ２ を 有 し 且 つ 外 周 面 に
溝 部 ３ ３ を 設 け た 断 面 視 略 Ｈ 字 形 の ロ ー ラ で あ り 、 溝 部 ３ ３ の 両 側 に 延 設 し た 双 方 の フ ラ
ン ジ ３ ４ ， ３ ５ 間 の 寸 法 が ロ ー ラ ３ １ の 外 径 に 向 か っ て 漸 増 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
即 ち 、 双 方 の フ ラ ン ジ ３ ４ ， ３ ５ の 内 側 面 は 外 側 へ 向 け て 傾 斜 し た テ ー パ 面 に 形 成 さ れ て
い る 。 ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ 側 の フ ラ ン ジ ３ ４ の 表 面 に は 、 ロ ー ラ ３ １ の 回 転 中 心 Ｃ と 同 軸
の 円 形 凹 部 ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 磨 耗 を 防 止 す る た め に 該 ロ ー ラ ３ １ 全 体 に 熱 処
理 を 施 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
一 方 、 前 記 ピ ン ２ １ は 、 前 記 ロ ー ラ の 枢 着 孔 ３ ２ に 回 転 可 能 に 挿 入 さ れ る 軸 部 ２ ２ と 、 該
軸 部 ２ ２ の 内 側 に 設 け ら れ て ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ の 外 側 面 に 当 接 し 且 つ 前 記 ロ ー ラ の 枢 着
孔 ３ ２ よ り も 大 径 で 前 記 円 形 凹 部 ３ ６ よ り も 小 径 の 円 形 段 部 ２ ３ と 、 該 円 形 段 部 ２ ３ の 内
側 に 設 け ら れ て ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ の 取 付 孔 ２ ａ に 嵌 入 さ れ て い る 嵌 入 部 ２ ４ と 、 該 嵌 入
部 ２ ４ の 内 側 に 設 け ら れ て ド ラ イ バ ハ ン ド ル ２ の 内 側 面 に 当 接 し て い る ボ ス 部 ２ ５ と か ら
構 成 さ れ て い る 。 前 記 円 形 段 部 ２ ３ に は 面 取 り 部 ２ ３ ａ を 設 け て あ る 。 尚 、 該 ピ ン ２ １ は
前 記 ロ ー ラ ３ １ を 回 転 自 在 に 支 持 す る も の で あ れ ば 、 上 記 構 成 に 限 定 さ れ る べ き で は な く
他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 前 記 円 形 凹 部 ３ ６ が 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ ３ ４ の 表 面 を 前 記 ピ ン ２ １ の 円 形 段 部 ２
３ へ 当 接 さ せ る よ う に 前 記 ロ ー ラ ３ １ を ピ ン ２ １ の 軸 部 ２ ２ に 枢 着 し 、 該 軸 部 ２ ２ の 外 側
に 抜 け 止 め 用 の 座 金 ４ １ を 当 接 し て ボ ス ４ ２ に て 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た レ バ ー ガ イ ド 部 ２ ０ に 、 熱 処 理 時 の 変 形 で 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ
， ４ ｂ 間 の 幅 が 所 定 の 寸 法 に 一 致 し な い 作 動 レ バ ー ４ を 係 止 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
例 え ば 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ ， ４ ｂ 間 の 幅 が 広 く な っ た 場 合 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ が レ バ ー ガ イ ド 部 ２ ０ の 外 側 へ 拡 開 し よ う と す る が 、 ロ ー ラ ３ １
の 外 側 の フ ラ ン ジ ３ ５ に 該 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ が 当 接 す る の で 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部
４ ｂ が ロ ー ラ ３ １ の 溝 部 ３ ３ か ら 外 れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
斯 か る 状 態 で 、 誘 引 結 束 作 業 を 実 施 す べ く 作 動 レ バ ー ４ を 操 作 し た 場 合 は 、 レ バ ー の 先 端
部 ４ ｂ が 前 記 フ ラ ン ジ ３ ５ の 傾 斜 し た 内 側 面 を ス ラ イ ド し て 円 滑 に 回 動 し 、 或 い は 、 作 動
レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ と ロ ー ラ ３ １ と が 一 体 的 に 回 動 す る た め 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ が
外 側 の 座 金 ４ １ に 接 触 し て 該 座 金 ４ １ が 削 ら れ る よ う な 不 具 合 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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一 方 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ ， ４ ｂ 間 の 幅 が 狭 く な っ た 場 合 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 作
動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ が レ バ ー ガ イ ド 部 ２ ０ の 内 側 へ 収 縮 し よ う と す る が 、 ロ ー ラ ３ １ の
内 側 の フ ラ ン ジ ３ ４ に 該 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ が 当 接 す る の で 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４
ｂ が ロ ー ラ ３ １ の 溝 部 ３ ３ か ら 外 れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
斯 か る 状 態 で 、 誘 引 結 束 作 業 を 実 施 す べ く 作 動 レ バ ー ４ を 操 作 し た 場 合 は 、 作 動 レ バ ー の
先 端 部 ４ ｂ が 前 記 フ ラ ン ジ ３ ４ の 傾 斜 し た 内 側 面 を ス ラ イ ド し て 円 滑 に 回 動 し 、 或 い は 、
作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ と ロ ー ラ ３ １ と が 一 体 的 に 回 動 す る た め 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４
ｂ が ピ ン の 円 形 段 部 ２ ３ に 接 触 し て 該 円 形 段 部 ２ ３ が 削 ら れ る よ う な 不 具 合 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ ， ４ ｂ 間 の 幅 が 更 に 狭 く な り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 作 動 レ バ ー の
先 端 部 ４ ｂ が 前 記 ロ ー ラ ３ １ の 溝 部 ３ ３ に 入 ら な く な っ た 場 合 で あ っ て も 、 傾 斜 し た フ ラ
ン ジ ３ ４ に 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ が 乗 り 上 げ た 状 態 で 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ と ロ ー
ラ ３ １ と が 一 体 的 に 回 動 で き る の で 、 作 動 レ バ ー ４ の 操 作 に 支 障 を き た す こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に 、 熱 処 理 で 変 形 し た 作 動 レ バ ー ４ を 修 正 す る こ と な く そ の ま ま レ バ ー ガ イ ド 部
２ ０ へ 係 止 し た 場 合 で も 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 ４ ｂ が ピ ン の 円 形 段 部 ２ ３ や 座 金 ４ １ に 接
触 す る こ と が な い 。 こ の た め 、 前 記 ピ ン の 円 形 段 部 ２ ３ や 座 金 ４ １ が 削 ら れ て 、 作 動 レ バ
ー ４ を 操 作 す る の に 多 大 な 操 作 荷 重 が 必 要 に な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
尚 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱 し な い 限 り 種 々 の 改 変 を 為 す こ と が で き 、 そ し て 、 本
発 明 が 該 改 変 さ れ た も の に 及 ぶ こ と は 当 然 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 記 一 実 施 の 形 態 に 詳 述 し た よ う に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル
の 側 面 に 突 設 さ れ た ピ ン に 、 外 周 面 に 溝 部 を 設 け た 断 面 視 Ｈ 字 形 の ロ ー ラ を 枢 着 し て レ バ
ー ガ イ ド 部 を 構 成 し た の で 、 該 レ バ ー ガ イ ド 部 へ 作 動 レ バ ー の 先 端 部 を 係 止 す る 際 に 、 熱
処 理 で 変 形 し た 作 動 レ バ ー で あ っ て も 、 湾 曲 し た 先 端 部 が 前 記 ロ ー ラ に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
従 っ て 、 熱 処 理 で 変 形 し た 作 動 レ バ ー の 修 正 作 業 を 施 さ ず に 、 そ の ま ま 組 み 付 け た 場 合 で
あ っ て も 、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 が ロ ー ラ か ら 外 れ て ピ ン の 円 形 段 部 や 座 金 に 接 触 す る 虞 が
な く 、 ピ ン の 円 形 段 部 や 座 金 の 磨 耗 を 防 止 で き る と と も に 、 円 形 段 部 や 座 金 が 削 ら れ て 作
動 レ バ ー を 操 作 す る 荷 重 が 増 大 す る こ と が な い 。 こ の よ う に 、 熱 処 理 後 に 作 動 レ バ ー の 修
正 作 業 が 不 要 で あ る た め 、 組 み 付 け 工 程 が 短 縮 で き て コ ス ト ダ ウ ン に 寄 与 で き る と と も に
、 誘 引 結 束 作 業 の 作 業 性 を 常 に 良 好 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 ロ ー ラ は 、 溝 部 の 両 側 に 延 設 し た フ ラ ン ジ 間 の 寸 法 が ロ ー ラ
の 外 径 に 向 か っ て 漸 増 す る よ う に 形 成 さ れ て い る の で 、 双 方 の フ ラ ン ジ の 内 側 面 が 外 側 へ
向 け て 傾 斜 し た テ ー パ 面 と な っ て い る 。 こ の た め 、 熱 処 理 時 の 変 形 で 作 動 レ バ ー の 先 端 部
間 の 幅 が 所 定 の 寸 法 よ り も 広 く な っ た 場 合 、 或 い は 、 狭 く な っ た 場 合 の 何 れ の 場 合 で あ っ
て も 、 変 形 し て 傾 斜 し た 作 動 レ バ ー の 先 端 部 が フ ラ ン ジ の 内 側 面 に 接 触 す る の で 、 該 作 動
レ バ ー の 先 端 部 が ロ ー ラ の 溝 部 か ら 外 れ て ピ ン の 円 形 段 部 や 座 金 に 接 触 す る こ と が な い 。
従 っ て 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 ロ ー ラ に は 、 ド ラ イ バ ハ ン ド ル 側 の フ ラ ン ジ 表 面 に 円 形 凹 部
が 形 成 さ れ 、 こ の 円 形 凹 部 を ピ ン に 設 け た 円 形 段 部 に 当 接 さ せ る よ う に ロ ー ラ を ピ ン に 枢
着 し た の で 、 熱 処 理 時 の 変 形 で 作 動 レ バ ー の 先 端 部 間 の 幅 が 所 定 の 寸 法 よ り も 狭 く な っ て
、 作 動 レ バ ー の 先 端 部 が 内 側 の フ ラ ン ジ に 乗 り 上 げ た 状 態 に な っ た と し て も 、 作 動 レ バ ー
の 先 端 部 が ピ ン の 円 形 段 部 に 接 触 す る こ と が な い 。 従 っ て 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 と 同 様 の
効 果 を 奏 す る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 示 し 、 誘 引 結 束 機 の レ バ ー ガ イ ド 部 の 正 面 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た レ バ ー ガ イ ド 部 の 拡 大 断 面 図
【 図 ３ 】 先 端 部 間 の 幅 が 所 定 の 寸 法 よ り も 広 い 作 動 レ バ ー を 係 止 し た 場 合 の レ バ ー ガ イ ド
部 の 正 面 断 面 図 。
【 図 ４ 】 先 端 部 間 の 幅 が 所 定 の 寸 法 よ り も 狭 い 作 動 レ バ ー を 係 止 し た 場 合 の レ バ ー ガ イ ド
部 の 正 面 断 面 図 。
【 図 ５ 】 先 端 部 間 の 幅 が 所 定 の 寸 法 よ り も 更 に 狭 い 作 動 レ バ ー を 係 止 し た 場 合 の レ バ ー ガ
イ ド 部 の 正 面 断 面 図 。
【 図 ６ 】 本 願 出 願 人 が 提 案 し た 誘 引 結 束 機 の 一 部 切 欠 側 面 図 。
【 図 ７ 】 先 端 部 間 の 幅 が 所 定 の 寸 法 よ り も 広 い 作 動 レ バ ー を 係 止 し た 場 合 の 図 ６ Ｘ － Ｘ 線
部 分 の 断 面 図 。
【 図 ８ 】 先 端 部 間 の 幅 が 所 定 の 寸 法 よ り も 狭 い 作 動 レ バ ー を 係 止 し た 場 合 の 図 ６ Ｘ － Ｘ 線
部 分 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 誘 引 結 束 機
２ 　 　 　 ド ラ イ バ ハ ン ド ル
３ 　 　 　 ク リ ン チ ャ ア ー ム
４ 　 　 　 作 動 レ バ ー
４ ａ 　 　 中 間 部
４ ｂ 　 　 先 端 部
４ ｃ 　 　 把 持 部
７ 　 　 　 ス テ ー プ ル マ ガ ジ ン
８ 　 　 　 ク リ ン チ ャ
２ ０ 　 　 　 レ バ ー ガ イ ド
２ １ 　 　 　 ピ ン
２ ２ 　 　 　 軸 部
２ ３ 　 　 　 円 形 段 部
３ １ 　 　 　 ロ ー ラ
３ ２ 　 　 　 枢 着 孔
３ ３ 　 　 　 溝 部
３ ４ ， ３ ５ 　 　 　 フ ラ ン ジ
３ ６ 　 　 　 円 形 凹 部
４ １ 　 　 　 座 金
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 2004-175376 A 2004.6.24



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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